
 

 

 

 

  
「防災の意識を高く」 

                        校長 杉田 正穗 

２学期が始まり、２週間が経ちました。先週の長雨で、暑さも一息ついてくれればと思っていましたが、まだまだ

暑い日が続きそうです。９月７日（木）～９日（水）に３年生は修学旅行で京都・奈良へ行ってきました。２年生は１２

日（火）に都内めぐりの校外学習を実施しました。１年生は夏休みに多くの生徒がイングリッシュキャンプ（千葉県岩

井）に参加し、成長して帰ってきました。行事のたびに生徒が成長していく姿が見られます。体や心を成長させるた

めにも学校行事は欠かせないものだと思っています。１０月にある大きな行事の合唱コンクールでは生徒主体とな

って実施し、実行委員をはじめ各パートリーダーが舞台設定や曲の完成を目指して頑張っていくと思います。２学

期も多くの行事で生徒が活躍することを楽しみにしています。 

＊ 

さて、毎年９月１日は「防災の日」と定められています。１９２３年（大正１２年）９月１日午前１１時５８分に発生した関

東大震災によって死者・行方不明者約１０万５千人が犠牲になり、明治以降の地震被害としては最大規模の被害と

なっており、この日が「防災の日」となりました。そして、今年は関東大震災から１００年の節目になります。 

これまでも日本国内では地形や地質、海に近いという自然的な条件から、台風や集中豪雨、土石流が発生しや

すく、地震による津波などの災害も各地で発生してきました。火山島である日本はその恩恵（温泉や地熱発電）が

ある一方で噴火や地震といった自然災害も多く、私たちは災害から身を守る意識をもたなければなりません。異常

気象が頻繁に起こるようになり強い雨がいつまでも降り続く、線状降水帯と呼ばれるものが多く発生しています。

また、台風の勢いも年々増してきているように感じます。地震だけでなく、こうした異常気象にも備えなければなり

ません。 

２泊３日の修学旅行、都内めぐりの校外学習ではここで大地震が発生したらどのように動けばよいかを常に考え

ながら行動していました。幸いなことに活動中は大きな災害もなく宿舎や学校に戻ってくることができましたが、「地

震はいつ起こるか、わからない」を忘れてはいけないと思っています。そのためには、常日頃から備えることが大事

になります。自宅の家具は転倒防止器具が設置されているか。緊急時の持ち出し用品などは身近に用意しておき、

すぐに持ち出せるようになっているか。また、自宅待機する場合には備蓄用品を用意しておき、家族が数日間生活

できるようになっているか。そして、家族との連絡手段はどのようにしたらよいかを話し合って決めているでしょうか。 

先日、９月９日（土）に練馬区では一斉防災訓練が実施されました。本校でも初めて引き渡し訓練を実施し、多く

の保護者の方が訓練に参加してくださいました。（スムーズに行かなかった点は次回に修正していきます） 「備えあ

れば憂いなし」の言葉のように、地震はいつ、どこで発生するかわかりません。もしもの時に備えて命を守る行動が

取れるように、改めて防災の意識を高める機会としたいものです。 

＊ 

東京都教育委員会では安全・防災教育を推進しており、「防災教育ポータルサイト」を作成し、インターネットでも

確認できるようになっています。学校では「防災ノート～災害と安全～」を活用し、防災教育を進めています。ご家

庭でも話し合いの教材としてご活用ください。 

また、「防災教育ポータルサイト」には、防災ハンドブック「東京防災」も掲載されており、東京の多様な地域特性

や都市構造、ライフスタイルを考慮して、ハンドブックとして作成されています。防災の知識だけでなく、今すぐでき

る具体的な“防災アクション”が多く掲載されていますので、お知らせします。 

 

防災教育ポータルサイトURL 

 https://www.anzenedu.metro.tokyo.lg.jp/bosaikyoiku/ 

 

 

学園通信 
練馬区立大泉学園中学校 

校長 杉田 正穗 

令和５年９月１５日発行 

03-3925-4492 

https://www.anzenedu.metro.tokyo.lg.jp/bosaikyoiku/


 

 

４月１８日（火）に実施された令和５年度全国学力・学習状況調査の結果が７月３１日（月）に公表されま

した。この「全国学力学習状況調査」は、生徒の学力や学習状況を調査し、教育施策の成果と課題を検証し、

その改善を図るとともに、学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるために行

っています。本校ではこの結果を基に「授業改善推進プラン」を作成し、授業改善に取り組んでいます。調査

内容は次のとおりです。 
 

① 身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠であり常

に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

② 知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改

善する力等 
 

この２項目を一体的に問うことになっています。出題形式については、記述式の問題を一定割合で導入する

とともに、英語「話すこと」に関する問題の解答は、原則として口述式によるものでした。 

本校の結果は以下のようになりましたので、お知らせいたします。 

【国語】 

平均正答率は東京都の値と比べると２

ポイント低く、全国の値とは同程度でし

た。中央値は東京都の値より１ポイント

低く、全国の値とは同じでした。標準偏

差は東京都と全国の値よりも１～２ポイ

ント高かったです。左図の正答数分布グ

ラフより、分布の形は概ね同じでした。

今後は漢字や語句の意味など、知識をし

っかりと付けさせたいと思います。 

 
 

 【数学】 

平均正答率は東京都の値より５ポイン

ト低く、全国の値よりも２ポイント低か

ったです。中央値は東京都と全国の値よ

りも１ポイント低かったです。標準偏差

は東京都と全国の値よりも 0.2 ポイント

低かったです。左図の正答数分布グラフ

より、二極化が起きていて、正答数が３

問～５問の生徒数が多くいます。今後は

基礎計算や数学の問題文が読めるよう、

読解にも力を入れていきます。 

 

 平均正答 

(％) 
中央値 標準偏差 

本校 70 11.0 3.6 

東京都 72 12.0 3.3 

全国 69.8 11.0 3.4 

 平均正答 

(％) 
中央値 標準偏差 

本校 49 7.0 3.7 

東京都 54 8.0 3.9 

全国 51.0 8.0 3.9 

令和５年度全国学力学習状況調査 



【英語】 

平均正答率は東京都の値より２ポイン

ト低く、全国の値より 4.4 ポイント高い

結果となりました。中央値は東京都の値

は同じで、全国の値よりは２ポイント高

かったです。標準偏差は東京都、全国の

値より 0.3～0.4ポイント高かったです。

左図の正答数分布グラフより、分布にば

らつきがありますが、東京都や全国の分

布と似た傾向にあります。 

【英語（話すこと）】 

（全国との比較データのみ公開されています） 

平均正答率は全国の値よりは 12.6 ポ

イント高い結果となりました。中央値は

全国の値より１ポイント高かったです。

標準偏差は全国の値より 0.3 ポイント高

かったです。左図の正答数分布グラフよ

り、本校の「話すこと」の力は全国的に

は身に付いているように考えられます。 

 

【生活質問紙より】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度は８２項目の質問がありました。「朝ご飯は食べていますか」「就寝（起床）時間は決まっていま

すか」「スマホや携帯の使用時間はどれくらいですか」「１、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレットな

どの ICT機器を、どの程度使用しましたか」「将来の夢や目標を持っていますか」「国語（数学・英語）は好きで

 平均正答 

(％) 
中央値 標準偏差 

本校 50 9.0 4.6 

東京都 52 9.0 4.3 

全国 45.6 7.0 4.2 

 平均正答 

(％) 
中央値 標準偏差 

本校 25 1.0 1.3 

全国 12.4 0 1.0 



すか」など、様々な質問がありました。今回はそのうちの「１、２年生のときに受けた授業で、PC・タブレッ

トなどの ICT機器を、どの程度使用しましたか」の質問への回答状況をお伝えします。 

  結果では、東京都や全国の結果と比べてかなり使用頻度が高い結果となりました。練馬区の「児童・生徒の

情報活用能力等に関する調査」でも、「ほぼ毎日」と回答した人数がとても多かったです。７月の学校公開でも

実施した「ICT 活用授業公開」でご覧になっていただいたように、本校は教育活動の中でかなりタブレット PC

を使用しています。 

ただ一方で「学習の中で PC・タブレットなどの ICT 機器を使うのは勉強の役に立つと思いますか」という質

問においては東京都や全国よりも低い結果となっています（肯定的な回答が東京都の値と比べて 5.1ポイント低

かったです）。このことは、効果的な使用がまだ達成できていないということを表していると思います。今後、

１人１人の個性に合った使用方法を提示できるよう、教育活動を進めていきます。 

以上が本校の結果の概要となります。国語、数学、英語についてはこの資料や定期考査、

授業の様子を基にした「授業改善推進プラン」を作成し、２学期以降の授業での指導に活か

していきます。「授業改善推進プラン」は作成が済み次第本校のＨＰに掲載いたしますの

で、ご覧ください。 

 

全国学力学習状況調査のＨＰ（調査問題等が掲載されています）→ 

 

  

（敬称略） 

陸上競技部 

第６９回全日本中学校通信陸上競技東京都大会 

男子共通走幅跳   予選 ３年生 5ｍ74 

３年女子１００ｍ  予選 ３年生 13秒 19 

女子共通１００ｍＨ  予選 ３年生 14秒 97、２年生 15秒 41 

決勝 ３年生 14秒 85(４位) 

女子共通４×１００ｍＲ  

予選 51秒 79 

決勝 53秒 06（８位） 

 

JOC第５４回Ｕ１６陸上競技大会東京都代表選考会東京ジュニア陸上競技大会 

女子２年１００ｍＨ 予選 15秒 49  

決勝 15秒 57（１位） 

女子バレーボール部 

新人大会予選  大泉学園 2-0大泉桜学園 

大泉学園 2-0上石神井 

大泉学園 2-0富士見     決勝進出 

巣箱づくりボランティア 

青少年育成大泉北地区委員会 小学生対象巣箱づくり体験の中学生ボランティア 

３年 ２名 

１年 ２名 

 

◇今後の主な予定◇ 
9月 16日（土） 連合陸上大会、連合英語学芸会 9月 19日（火） 各種委員会 

9月 20日（水） 道徳授業地区公開講座 9月 22日（金） 新入生保護者対象学校説明会 

9月 22日（金） 新入生保護者対象学校説明会 9月 25日（月） 生徒会朝礼 

9月 27日（水） 令和７年度修学旅行業者選定 9月 28日（木）～29日（金） 第２回定期考査 

 ２０日（水）に道徳授業地区公開講座を開催いたします。今年度は５時間目の道徳の授業を公開し、その後、

練馬区教育委員会指導主事の髙橋先生をお招きして講演会を開催いたします。東京都の施策として、保護者の

皆様や地域の皆様と共に道徳教育について意見交換を行い、互いに理解を深めることがねらいとなっています。

ご多用とは思いますが、ぜひ足をお運びいただき、授業の様子を見ていただき、道徳教育についてご意見いた

だければ幸いです。よろしくお願いいたします。 

各部活動の大会結果と個人の活動 


